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 4  

 

（1） 

4√2 𝑐𝑚 ／ 

 

（2） 

√2 𝑐𝑚 ／ 

 

（3） 

△BFNと△DBNにおいて， 

共通な角より ∠BNF＝∠DNB … ① 

仮定より BE⊥CDなので ∠BEC＝90°… ② 

また，△DBCは二等辺三角形なので 

底角は等しく ∠DBN＝∠BCE … ③ 

頂角の二等分線は底辺と垂直に交わるため ∠DNB＝90°… ④ 

△BCEにおいて ∠CBE＝180°－∠BEC－∠BCE 

②より ∠CBE＝90°－∠BCE 

よって ∠FBN＝90°－∠BCE … ⑤ 

△DBNにおいて ∠BDN＝180°－∠DNB－∠DBN 

④より ∠BDN＝90°－∠DBN … ⑥ 

③⑤⑥より ∠FBN＝∠BDN … ⑦ 

①⑦より 2組の角がそれぞれ等しいので △BFN∽△DBN 

 

／ 
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（4） 

14

3
 𝑐𝑚 ／ 

 

（5） 

三角錐 D-ABEと三角錐 C-ABEにおいて，  

底面の△ADEと△ACEは同一平面上にあるため， 

頂点 Bからの高さは等しく，三角錐 D-ABEと三角錐 C-ABEの体積比は， 

△ADEと△ACEの面積比に等しい。 

また，△ADEと△ACEは， 

底辺 DEと CEが同一直線上にあるため，頂点 Aからの高さは等しく， 

△ADEと△ACEの面積比は，底辺 DEと CEの長さの比に等しい。 

よって，三角錐 D-ABEと三角錐 C-ABEの体積比は， 

底辺 DEと CEの長さの比に等しい。 

(4)より， DE =
14

3
 (𝑐𝑚)  CE = CD − DE = 6 −

14

3
=

4

3
 (𝑐𝑚) 

したがって，三角錐 D-ABEと三角錐 C-ABEの体積比は， 

DE：CE ＝
14

3
∶

4

3
= 7 ∶ 2 となる。 

／ 
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